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Ⅰ．緒　　言

近年、運動パフォーマンスに影響する重要な要
因の一つが深部体温であると考えられており、暑
熱環境下において高い運動パフォーマンスを維持
するためには、運動前に深部体温を低下させてお
くことが重要であることが報告されている1, 2）。

体温を冷却する方法として、主に体外冷却と体
内冷却に分けられる 3）。体外冷却の方法として、
冷気暴露、冷却浸水、冷却衣服の着用等が用いら
れてきた。その中で、人工的に深部体温を低下さ
せる方法として、最も頻繁に用いられてきた方法
が冷水浸水である。しかしながら、冷水浸水にお
いても、冷却効果が表れるまでに 30 分以上が必
要とされ 4, 5）、大量の水が必要となるため利用が
難しい2）ことが多い。

冷水浸水によって冷却する場合、首や脇の下を
冷やすより手掌や足の裏などの末端を冷やした方
がより効率よく深部体温を下げることができると
の報告がある6）が、冷水に浸けることやアイスパ
ックでは温度の管理が難しく安定しない場合が多
い。

そこで本研究では、CoolMittを用いた手掌冷却
により深部体温が変化するかを検証すること、さ
らには今後の研究の基礎データを得ることを目的
とした。

Ⅱ．方　　法

研究対象は運動部に所属する大学生 7 名とし、
冷却群を 3 名（平均年齢 19.5±0.3 歳、 平均身長
177.0±4.6cm、平均体重70.7±5.1kg）、非冷却群を
4 名（平均年齢 23.0±4.4 歳、 平均身長 173.3±
13.6cm、平均体重 67.8±13.8kg）とした。5 分間
の安静後、Wattbike Pro（Wattbike社製）を用
いて負荷漸増と最大努力を組み合わせた運動を
17分間行った。運動は、Wattbikeテストにおけ
る「20分ウォームアップ」を短縮して行った（図
1）。その後、10分間手掌冷却、5分間の安静を行
い（図2）、深部体温と高い相関を持つ鼓膜温をそ
れぞれ測定した。鼓膜温の測定には CEサーモ 2

（NIPRO社製）を用いた。手掌冷却には、CoolMitt
（Arteria社製）を用い、右手掌を冷却した。
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Ⅲ．結果および考察

運動前の鼓膜温は、冷却群36.00±0.17、非冷却
群 36.00±0.29 であった。 運動直後では、 冷却群
36.93±0.47、非冷却群36.65±0.62、冷却後の安静
時5分間の平均では、冷却群36.85±0.06、非冷却
群 36.82±0.21 であった。 運動直後と冷却後を比
較すると、非冷却群では0.45％温度が上昇してい
るのに対し、冷却群は0.22％の減少がみられた。

深部体温が上がり始めるのは運動負荷の数分後
からとなっており、運動後もしばらくは徐々に上
昇していく傾向が見られるが、本研究においても
同様の傾向を示した。その中で、冷却群は運動直
後からの深部体温が減少しており、手掌冷却によ
って体温上昇を軽減できる可能性がある。しかし
ながら、今回の測定では測定数や被験者数が少な
いことから、運動による体温上昇について個人差
による影響が大きく、また外気温が低温であった
ことも影響している可能性が考えられる。今後は
被験者数を増やすことや測定方法を再検討し、さ
らなる検討を行う必要がある。
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図１．Wattbikeにおける運動負荷プロトコル

図２．実験プロトコル


